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Q22a 超新星残骸 RX J0852.0-4622 における星間ガスとＸ線放射
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超新星残骸 (SNR) RX J0852.0–4622 (Vela Jr.)は、TeVガンマ線やシンクロトロンX線を放射する SNRの 1
つであり、宇宙線加速の面から注目される。既に我々は、SNRと相互作用する星間ガスを特定し、TeVガンマ線
との空間分布の比較から、宇宙線陽子の加速を強く示唆することを示した (佐藤他 2011年秋季年会)。一方、宇
宙線電子については、星間磁場との相互作用によるシンクロトロンX線放射が検出されているものの、周辺の星
間ガスとの関係についての詳細な研究は行われていなかった。
今回我々は、NANTEN2望遠鏡を用いて、12CO(J=1-0)のOTF観測を遂行し、かつてない高分解能・サンプ

リンググリッドで SNR全体をカバーした。さらに、Suzaku衛星によるX線観測データを解析し、星間ガスとX
線放射の空間分布の比較を行った。その結果、高密度分子ガスの近傍で、X線がエンハンスされている領域があ
ることを発見した。これは、shock cloud intaractionにより、分子雲近傍で乱流や磁場が増幅された結果と考え
られる (Inoue et al. 2009, 2012、Sano et al. 2010)。さらに興味深いことに、TeVガンマ線とX線の空間分布が
有意に異なる領域の存在も明らかになった。
以上の結果を踏まえ、RX J0852.0–4622における宇宙線陽子・電子加速について論じる。


